
　大気中に放出され農地土壌に降下した放射性物質は、耕うんしていない農地では表
層にとどまっています。
　このため、放射性物質濃度の高い農地では、表層を薄く削り取り、土壌表層に蓄積
されている放射性物質を除去する除染方法がとられています。
　汚染程度が比較的小さい農地では、表層土と下層土を反転させることで、作物の根
の届く範囲の放射性物質濃度を下げる反転耕が行われています。
　これらの取組により、農地から放出される放射線量が低減されると共に、生産され
る作物への放射性物質の吸収抑制が図られます。
　（関連ページ：上巻P179「土壌中の放射性セシウムの分布の状況」）
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